
利用学習計画書 
 

                              平成２５年５月２１日 
                          担当 第６学年 新田 美奈子 
１ ねらい 

縄文時代や弥生時代の学習をしてきた。今回の見学や石器づくりなどを通して、体験的に

当時の生活やその工夫を感じ、その他の歴史学習についても興味を持って取り組む。 
 
２ 評 価 

旧石器時代の人々の暮らしに関心をもち、進んで見学したり、体験活動に取り組んだ

りしている。展示物の見学や活動を通して、縄文時代の人々の生活やその工夫に関心

をもって取り組むことができたか。 
 

３ 学習活動について 
教科：社会科｢米づくりのむらから古墳のくにへ｣＊米づくりが始まる前の時代 
・縄文時代の人々の生活や工夫について関心をもつ。 
・縄文時代の生活の様子について調べようとする。 

 
４ 事前指導 

・｢地底の森ミュージアム｣の概要   ・｢縄文の森広場｣の概要 
・縄文時代・弥生時代の学習は終了している。 
・見学当日の活動予定について。 

 
５ 当日の指導（活動）内容 

（１）地底の森ミュージアム 
１）見学学習 

   館職員の説明を聞きながら学習〈学習ノートを利用〉 
２）体験学習 
 石器づくり 

  （２）縄文の森広場 
     １）見学学習 
       ・復元住居・遺構表示などの野外展示及び館内の展示見学 
        体験学習終了後、見学をする。〈探検ノートを利用〉 

２）体験学習 
 ・石のアクセサリー   ・火おこし   ・編布 

 
６ 事後指導 

感想の記述、ワークシートの記入、壁新聞の作成と掲示 
   

 
 

 
 

仙台市立折立小学校 



利用学習報告書 
                              

平成２５年７月 2 日 

担当 ６学年 新田 美奈子 

１ 事後指導について 

（１）実施日 

平成２５年６月４日（火） 

（２）主な内容 

社会科の授業で、体験や見学してきたことを全員で確認した。確認するときに

は、それぞれの施設でいただいた探検ノートや学習ノートを使って確認したの

で、大切なことをきちんと押さえながら復習することができた。また、その後、

個人ごとに新聞という形でまとめた。まとめた後、教室内に掲示してみんなで

見合う活動を行った。 

 

２ 送付する資料 

児童生徒の学習後のまとめの新聞（６点 ６名分） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


